
は
じ
め
に

中
世
都
市
の
祭
礼
と
し
て
知
ら
れ
る
京
都
の

園
会
は
、
中
世
の
段
階
で
全
国
各

地
に
伝
播
し
た
と
い
わ
れ
て
い
るq

。
も
っ
と
も
、
そ
の
実
態
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
と
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合
で
、
文
献
史
料
の
不
足
と
い
う
壁
に
直
面
す
る
。
そ
の
よ
う

な
な
か
に
あ
っ
て
、
南
都
奈
良
に
伝
播
し
た

園
会
は
、
比
較
的
、
文
献
史
料
に
め

ぐ
ま
れ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
南
都

園
会
に
関
す
る
専
論
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
も
わ
ず
か

に
ふ
た
つ
し
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
こ
の
分
野
の
嚆
矢

と
い
う
べ
き
和
田
義
昭
氏
の
研
究w

、
そ
し
て
い
ま
ひ
と
つ
が
和
田
氏
の
研
究
を
批
判

的
に
継
承
し
た
武
居
由
美
子
氏
の
研
究e

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
と
し
て
の
専
論
が
思
い
の
ほ
か
少
な
い
の
は
、
め
ぐ
ま

れ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
や
は
り
文
献
史
料
の
量
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

大
き
な
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
和
田
氏
と
武
居
氏
の
研
究

に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
、
南
都

園
会
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
し
か
た
に
も
問
題

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
し
か
た
と
は
、
す
な
わ
ち
、
武
居
氏
の
論
題
「
中
世
に
お
け

る
東
大
寺
郷
民
の
成
長
と
祭
礼
」
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
祭
礼
を
祭
礼
そ
の

も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、「
郷
民
の
成
長
」
の
い
わ
ば
指
標
と
し
て

み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
、
和
田
氏
の
ほ
う
に
よ
り
顕
著
で
、
そ
の
結
果
、
と
も
す
れ
ば
、

「
郷
民
」
＝
都
市
民
衆
の
「
成
長
」
に
か
か
わ
る
点
ば
か
り
に
目
が
う
ば
わ
れ
、
祭

礼
そ
の
も
の
の
実
態
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
南
都

園
会
に
か
ぎ
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
京
都
の

園
会
に
お
い
て
も
同
様
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
見
落
と
さ
れ
て
き
た
事

実
や
論
点
は
あ
ま
り
に
多
く
、
か
え
っ
て
新
た
な
議
論
を
よ
び
こ
む
機
会
す
ら
な
が

く
失
う
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
たr

。
南
都

園
会
の
場
合
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な

京
都
の

園
会
に
か
か
わ
る
研
究
状
況
を
そ
の
ま
ま
う
け
つ
い
で
き
た
と
い
う
の
が

実
際
の
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
し
か
た
か
ら
い
っ
た
ん

離
れ
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
祭
礼
そ
の
も
の
に
視
点
を
お
い
て
、
南
都

園
会
に
か
か

わ
る
基
礎
的
な
検
討
を
お
こ
な
い
た
い
と
思
う
。

た
だ
し
、
奈
良
に
関
す
る
文
献
史
料
は
、
京
都
と
比
較
し
て
も
、
ま
だ
ま
だ
活
字

化
さ
れ
た
り
、
公
表
さ
れ
た
り
し
て
い
な
い
も
の
も
数
多
く
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
管
見
の
か
ぎ
り
の
史
料
を
も
と
に
南
都

園
会
に
関
す
る
一
覧

表
を
表
１
と
し
て
作
成
し
て
み
た
が
、
当
然
の
こ
と
、
将
来
、
新
た
な
史
料
の
発
見

に
よ
っ
て
修
正
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
点
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

そ
の
点
を
考
え
て
、
本
稿
で
は
、
表
１
の
史
料
を
も
と
に
し
つ
つ
も
、
専
論
で
あ

る
和
田
氏
と
武
居
氏
の
研
究
を
常
に
視
野
に
入
れ
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
検
討
を
す
す

め
て
き
た
京
都
の

園
会t

と
の
比
較
を
通
し
て
、
南
都

園
会
に
関
す
る
問
題
点
を
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問
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河
　
内
　
将
　
芳
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一
〇

転
害
 

今
小
路
 

中
御
門
 

押
上
 

建
武
５
年
 
1338

６
月
５
日
 

　
園
社
、
転
害
、
北
ノ
塚
ニ
影
向
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

応
永
１
０
年
 1403

６
月
１
４
日
 
　
園
会
在
之
 

東
院
毎
日
雑
々
記
 

応
永
３
１
年
 1424（

６
月
１
４
日
）
 南
都
　
園
会
 

看
聞
日
記
 

永
享
４
年
 
1432（

６
月
１
４
日
）
 東
大
寺
領
郷
内
　
園
会
 

方
衆
、
相
綺
有
風
聞
 

御
前
落
居
奉
書
 

嘉
吉
２
年
 
1442

６
月
１
４
日
 
　
園
会
 

舞
車
（
な
し
カ
）
 

山
 

舞
車
 

舞
車
 

東
大
寺
雑
集
録
７
 

嘉
吉
３
年
 
1443

６
月
１
４
日
 
　
園
会
無
之
 

経
覚
私
要
鈔
 

奈
良
　
園
会
如
形
在
之
 

経
覚
私
要
鈔
 

昔
ハ
　
園
会
ノ
時
、
山
上
ノ
 

定
布
袋
ト
テ
毎
年
渡
之
 

東
大
寺
雑
集
録
７
 

康
正
３
年
 
1457

６
月
１
４
日
 
於
手
害
有
　
苑
会
 

経
覚
私
要
鈔
 

長
禄
２
年
 
1458

６
月
１
４
日
 
輾
磑
　
薗
会
在
之
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

東
大
寺
　
薗
会
在
之
 

車
 

車
 

車
前
後
相
論
 

彼
寺
（
東
大
寺
）
成
敗
、
不
事
行
、
当
寺
衆
中
成
敗
、
探
、
 

今
小
路
一
番
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

山
（
車
）
 

山
（
車
）
 
山
（
車
）
押
論
、
山
四
 

在
之
 

官
符
衆
徒
令
成
敗
 

経
覚
私
要
鈔
 

山
（
源
三
位
 

頼
政
ヌ
エ
ヲ
 

射
タ
ル
所
）
 

今
小
路
ト
押
上
ト
舞
車
 

前
後
相
論
 

筒
井
殿
勢
ヲ
中
御
門
マ
デ
出
シ
テ
 

東
大
寺
法
花
堂
要
録
 

山
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

東
大
寺
御
霊
会
 

車
先
前
相
論
、
中
御
門
 

・
押
上
 

先
年
（
寛
正
５
年
）
車
先
前
相
論
、
寺
門
成
敗
、
探
ニ
テ
 

中
御
門
一
番
ニ
押
之
（
文
明
１
１
年
６
月
１
４
日
条
）
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

山
（
ミ
ヲ
ノ
ヤ
）
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

文
明
元
年
 
1469

６
月
１
４
日
 
　
薗
会
 

俄
ニ
六
方
よ
り
仰
付
、
郷
民
迷
惑
、
自
学
侶
不
可
沙
汰
旨
 

仰
付
、
令
安
堵
（
１
１
日
～
１
４
日
カ
）
 

経
覚
私
要
鈔
・
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

文
明
２
年
 
1470

６
月
１
４
日
 
　
薗
会
如
形
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

手
害
　
薗
会
 

経
覚
私
要
鈔
・
大
乗
院
日
記
目
録
 

山
（
守
屋
）
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

文
明
５
年
 
1473

６
月
１
４
日
 
　
薗
会
如
形
在
之
、
伝
害
郷
 

以
下
沙
汰
也
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

於
伝
害
　
薗
会
在
之
 

自
六
方
申
付
、
両
寺
見
物
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

山
（
弘
取
判
官
）
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

　
薗
会
在
之
 

両
寺
見
物
如
近
来
也
、
　
園
会
出
銭
（
７
月
８
日
）
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

山
（
咸
陽
宮
山
）
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

文
明
１
０
年
 1478（

６
月
１
４
日
）
 東
大
寺
　
薗
会
 

自
六
方
申
付
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

東
大
寺
　
薗
会
 

山
 

車
（
な
し
）
 
車
（
な
し
）
 車
先
前
相
論
 

山
（
橋
弁
慶
）
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

寛
正
３
年
 
1462

６
月
１
４
日
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

六
方
評
定
、
無
処
成
敗
、
両
郷
風
流
止
 

山
一
在
之
 

備
考
２
 

笠
計
 

関
係
記
事
（
抄
）
 

備
考
１
 

典
拠
 

年
 

西
暦
 
月
　
　
日
 

寛
正
５
年
 
1464

６
月
１
４
日
 

舞
車
二
両
、
山
一
渡
之
 

宝
徳
元
年
 
1449

６
月
１
４
日
 

文
明
３
年
 
1471

６
月
１
４
日
 

文
明
６
年
 
1474

６
月
１
４
日
 

文
明
９
年
 
1477

６
月
１
４
日
 

文
明
１
１
年
 1479

６
月
１
４
日
 

表
１
　
南
都
園
会
一
覧
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一
一

南
都

園
会
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題

文
明
１
３
年
 1481

　
園
社
大
木
二
本
顛
倒
、
六
方
凶
歟
、
六
月
会
式
一
向
六
 

方
自
専
任
雅
意
（
７
月
３
日
条
）
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

文
明
１
４
年
 1482

６
月
１
４
日
 
　
園
会
如
形
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

文
明
１
５
年
 1483

６
月
１
４
日
 
　
薗
会
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

　
薗
会
在
之
 

山
 

両
寺
見
物
如
例
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

山
（
八
剣
山
）
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

東
大
寺
　
薗
会
 

＜
 ＞
山
風
流
 

大
乗
院
日
記
目
録
・
政
覚
大
僧
正
記
 

山
（
キ
ヨ
シ
 

ケ
山
）
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

延
徳
３
年
 
1491

６
月
１
４
日
 
　
薗
会
如
形
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

延
徳
４
年
 
1492

６
月
１
４
日
 
東
大
寺
　
薗
会
如
形
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

　
薗
会
在
之
 

中
御
門
興
福
寺
僧
、
転
害
門
東
大
寺
僧
、
古
市
桟
敷
ハ
祇
 

園
殿
拝
殿
之
上
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

山
（
カ
ウ
ウ
山
）
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

明
応
６
年
 
1497

６
月
１
４
日
 
儀
薗
会
如
形
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

延
引
ナ
リ
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

風
流
ノ
押
次
第
前
後
相
論
事
 

近
年
有
之
、
不
一
決
事
也
 

（
文
明
１
１
年
以
来
）
 

押
上
郷
ト
中
御
門
郷
ト
 

令
相
論
 

自
当
寺
六
方
加
下
知
、
可
存
其
旨
之
由
地
下
人
等
申
之
、
 

六
方
成
敗
無
処
、
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

明
応
８
年
 
1499

６
月
１
４
日
 
　
薗
祭
如
例
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

明
応
９
年
 
1500

６
月
１
４
日
 
伝
害
　
薗
会
如
例
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

文
亀
２
年
 
1502

６
月
１
４
日
 
伝
害
　
薗
会
如
例
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

永
正
元
年
 
1504

６
月
１
４
日
 
　
薗
会
如
例
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

東
大
寺
　
薗
会
 

山
 

山
 

前
後
相
論
 

山
（
石
山
悪
 

源
太
）
 

山
（
車
）
 

山
（
車
）
 

舞
車
 

舞
車
（
一
番
）
 舞
車
押
論
 

山
（
石
山
）
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

永
正
３
年
 
1506

６
月
１
４
日
 
　
薗
会
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

永
正
８
年
 
1511（

６
月
１
４
日
）
 

山
（
羅
城
門
 

両
山
）
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

　
園
会
 

六
方
下
知
 

経
尋
記
 

山
（
梶
原
二
 

度
ノ
カ
ケ
）
 

コ
ノ
以
後
無
之
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

永
禄
１
０
年
 1567

南
都
　
園
会
ハ
、
永
禄
十
年
迄
恒
 

例
雖
行
之
、
十
月
十
日
、
松
永
弾
 

正
少
弼
与
三
好
左
京
大
夫
合
戦
之
 

時
、
大
仏
殿
兵
火
、
其
砌
類
炎
、
 

東
大
寺
雑
集
録
９
 

六
方
・
成
身
院
御
裁
許
落
居
、
折
中
之
趣
、
当
年
計
者
以
 

探
可
治
定
、
於
向
後
者
、
北
次
第
・
山
次
第
中
御
門
・
押
 

上
ト
可
押
 

笠
等
計
也
 

笠
計
如
例
 

笠
計
如
例
 

笠
計
 

早
旦
笠
計
渡
之
 

笠
計
也
 

各
笠
計
也
 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
 

多
聞
院
日
記
 

笠
計
也
 

笠
計
也
 

文
明
１
７
年
 1485

６
月
１
４
日
 

長
享
２
年
 
1488

６
月
１
４
日
 

永
正
２
年
 
1505

６
月
１
４
日
 

明
応
３
年
 
1494

６
月
１
４
日
 

明
応
７
年
 
1498

於
中
門
、
風
流
山
車
 

大
永
３
年
 
1523

６
月
１
４
日
 



確
認
し
て
ゆ
く
と
い
う
か
た
ち
で
議
論
を
す
す
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

な
お
、
本
稿
で
対
象
と
す
る

園
会
を
こ
こ
ま
で
と
く
に
説
明
も
な
く
南
都

園

会
と
よ
ん
で
き
た
が
、
表
１
を
み
て
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
史
料
で
は
、「
南

都

園
会
」
の
ほ
か
に
も
、「
奈
良

園
会
」「
東
大
寺

園
会
」「
東
大
寺
御
霊
会
」

「
手
（
伝
）
害

園
会
」、
あ
る
い
は
単
に
「

園
会
」
な
ど
多
種
多
様
な
よ
び
か
た

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

表
１
に
よ
る
か
ぎ
り
、
数
と
し
て
は
、「
東
大
寺

園
会
」
が
も
っ
と
も
多
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
あ
つ
か
う

園
会
は
、
東
大
寺
内
や
そ
の
西

側
門
前
、
東
京
極
大
路
を
中
心
に
都
市
的
な
展
開
を
み
せ
た
東
大
寺
郷y

（
今
小
路

郷
・
押
上
郷
・
転
害
（
手
掻
・
手
害
）
郷
・
中
御
門
郷
・
北
御
門
郷
・
水
門
郷
・
今
在
家
郷
）

内
で
完
結
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
、
か
な
ら
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
。

ま
た
、
当
該
の

園
会
に
関
す
る
基
本
史
料
と
も
い
う
べ
き
『
東
大
寺
雑
集
録
』u

に
お
い
て
も
「
南
都

園
会
」
と
い
う
こ
と
ば
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
安
時
代
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
「
奈
良
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
「
南
京
」
か
ら
「
南
都
」
と
な
り
、
室
町
時
代
に
な
っ
て
ふ
た
た

び
「
奈
良
」
が
頻
繁
に
史
料
で
あ
ら
わ
れ
て
、「
南
都
」
と
並
立
す
る
よ
う
に
な
る

と
さ
れ
て
い
るi

。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
、『
東
大
寺
雑
集
録
』
の
使
用

例
に
し
た
が
っ
て
「
南
都

園
会
」
と
い
う
こ
と
ば
を
つ
か
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

一
　
祭
礼
の
実
相

（
１
）

園
社
の
勧
請

さ
て
、
東
大
寺
郷
に

園
社
が
勧
請
さ
れ
た
の
は
、
す
で
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
南
北
朝
期
、
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、『
東
大
寺
雑
集
録
』
巻
九
に
「
一
、

園
社
、
建
武
五
年
六
月
五
日
転

害
北
ノ
塚
ニ
影
向
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
主
な
史
料
的
根
拠
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
建
武
五
年
と
い
う
年
号
が
、
通
常

の
年
表
を
み
て
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
一
般
に
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の

で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

実
際
、
北
朝
で
は
、
こ
の
時
期
、
暦
応
元
年
と
い
う
年
号
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
し
、

ま
た
南
朝
で
も
、
延
元
三
年
と
い
う
年
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
こ
で
な
ぜ
建
武
五
年
と
い
う
年
号
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
ふ
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

も
っ
と
も
、
そ
の
理
由
を
こ
こ
で
た
だ
ち
に
あ
き
ら
か
に
で
き
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
た
だ
、
和
田
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
史
料
で
、
室
町
期
、
永
享

一
一
年
（
一
四
三
九
）
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
東
大
寺
執
行
所
日
記
』
で
も

「
建
武
五
年
」
と
い
う
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
東
大
寺
内
で

は
、

園
社
勧
請
の
年
を
建
武
五
年
と
伝
え
て
い
た
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
い
な
い
だ

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
『
東
大
寺
執
行
所
日
記
』
に
は
、
こ
の
年
の
六
月
八
日
・
九
日

の
「
今
明
両
日
」
に
「
新
儀
之
衆
議
」
に
よ
っ
て
「

薗
（
マ
マ
）御

影
向
之
間
、
御
社
就
新

造
、
両
日
巫
女
・
神
人
仁
可
有
酒
肴
」
し
と
あ
っ
て
、
黒
田
庄
以
下
九
カ
所
に
お
よ

ぶ
東
大
寺
領
荘
園
に
そ
の
「
支
配
」
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
こ
の
年
に

園
社
が
「
新
造
」
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
そ
こ
に
「

園
社
神
子

（
巫
女
）

・
神
人
」
が
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
上
に
注
目
さ
れ
る

の
が
、
そ
れ
ら
の
「
支
配
」
が
「
衆
議
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
衆
議
は
、
東
大
寺
の
「
惣
寺o

」（
満
寺
）
に
よ
る
衆
議
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
、
し
た
が
っ
て

園
社
勧
請
を
主
導
し
た
の
も
惣
寺
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
来
、「
東
大
寺
の
門
前
郷
で
あ
る
手
掻
郷
に

園

社
が
勧
請
さ
れ
た
こ
と
は
、
東
大
寺
七
郷
の
郷
民
勢
力
の
成
長
が
大
い
に
関
係
し
た
」
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と
い
う
、
和
田
氏
の
理
解
が
通
説
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
理
解
は
こ
の
点
か
ら
も

や
は
り
修
正
が
必
要
だ
ろ
う!0

。

も
っ
と
も
、
そ
の
惣
寺
が
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に

園
社
を
勧
請
し
た
の
か
に
つ
い

て
は
わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
そ
の
理
由
と
建
武
五
年
と
い
う
年
号
が
使
用
さ

れ
た
こ
と
と
の
あ
い
だ
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
今
の
と
こ
ろ

手
が
か
り
と
な
る
史
料
が
な
い
の
で
何
と
も
い
え
な
い
。

（
２
）
祭
礼
の
形
態

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
建
武
五
年
に

園
社
が
勧
請
さ
れ
て
以
降
、
祭
礼
が

史
料
の
う
え
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
差
が
み
ら
れ

る
。
と
い
う
の
も
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、『
東
院
毎
日
雑
々
記
』!1

応
永
一
〇
年

（
一
四
〇
三
）
六
月
一
四
日
条
に
み
え
る
「

園
会
在
之
」
が
そ
の
初
見
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
お
よ
そ
三
〇
年
に
お
よ
ぶ
時
間
差
が
、
単
な
る
史
料
の
不
足
な
の
か
、
そ
れ

と
も
別
の
理
由
に
よ
る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
は
な
い
。
が
、
そ
れ
か

ら
約
二
〇
年
た
っ
た
応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）
こ
ろ
に
な
る
と
、
祭
礼
が
一
定
の

見
物
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
よ
う
す
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
る
。

た
と
え
ば
、『
看
聞
日
記
』!2

同
年
六
月
二
二
日
条
に
は
、「
去

南

園都

会
之
時
」、「
傾

城
之
美
女
」
に
「
咲
」
わ
れ
た
「
田
舎
人
」
が
、「
件
美
女

亭
主
之
傾
城
等
殺
害
」

し
「
切
腹
」
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
田
舎
人
方
人
大
勢
」
と
「
南
都
之
土
民
等
」

と
の
あ
い
だ
で
「
喧
嘩
」
が
勃
発
、「
両
方
被
討
」
た
と
い
う
事
件
が
記
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る!3

。

も
っ
と
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
喧
嘩
の
発
端
と
な
っ
た
「
田
舎
人
」
と
「
傾
城
之

美
女
」
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
祭
礼
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
し
、

ま
た
祭
礼
の
よ
う
す
も
読
み
と
れ
な
い
。
た
だ
、『
看
聞
日
記
』
に
は
、
右
の
事
件

の
す
ぐ
あ
と
に
「
後
聞
、
興
福
寺
・
東
大
寺
両
門
徒
確
執
、
三
ケ
日
合
戦
、
両
方
若

干
被
討
云
々
」
と
い
う
一
文
が
記
さ
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
こ
こ
か
ら
は
、「
田
舎
人
方
人
大
勢
」
と
「
南
都
之
土
民
等
」
と

の
「
喧
嘩
」
の
背
後
に
東
大
寺
と
興
福
寺
と
の
「
確
執
」
が
透
け
て
み
え
、
そ
し
て

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
つ
ぎ
の
史
料
を
み
て
み
る
と
こ
の
時
期
の
状
況
が
わ
ず
か

に
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

一
、
東
大
寺
領
郷
内

園
会
事
、
任
先
規
致
其
用
意
之
処
、
方
衆
以
下
可
相
綺

有
風
聞
云
々
、
事
実
者
甚
不
可
然
、
若
有
狼
籍

（
藉
）

輩
者
、
可
被
注
申
交
名
之

旨
、
可
被
申
入
別
当
僧
正
御
房
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
執
達
如
件
、

永
享
四
年
六
月
十
二
日

大
和
守

（
飯
尾
貞
連
）

対
馬
守

（
松
田
貞
清
）

尊
光
院
僧
都
御
房

一
、
東
大
寺
領
郷
内

園
会
事
、
任
先
規
致
其
用
意
之
処
、
方
衆
以
下
可
相
綺

有
風
聞
云
々
、
事
実
者
太
不
可
然
、
若
有
狼
籍

（
藉
）

輩
者
、
可
被
注
申
交
名
之

由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
執
達
如
件
、

永
享
四
年
六
月
十
二
日

大
和
守

（
飯
尾
貞
連
）

対
馬
守

（
松
田
貞
清
）

筒
井
（
順
永
）

殿

右
の
史
料
は
、
と
も
に
『
御
前
落
居
奉
書
』!4

に
お
さ
め
ら
れ
る
も
の
で
、
実
は
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
ふ
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
と
し
て
は
、
同

じ
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
六
月
一
二
日
に
出
さ
れ
た
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

（
案
）
で
あ
る
が
、
前
者
の
宛
所
に
み
え
る
「
尊
光
院
」
は
興
福
寺
の
院
家!5

、
ま
た

後
者
も
衆
徒
と
し
て
知
ら
れ
る
筒
井
順
永
で
あ
る
か
ら
、
と
も
に
興
福
寺
へ
あ
て
た

も
の
と
な
る
。

内
容
は
、「
東
大
寺
領
郷
内

園
会
」
が
「
用
意
」
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
方
衆

以
下
」
に
よ
る
「
綺
」
が
あ
る
と
の
「
風
聞
」
が
あ
っ
た
。
も
し
そ
の
よ
う
な
「
狼
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籍
」
を
す
る
も
の
が
出
た
な
ら
ば
、「
交
名
」
を
幕
府
へ
注
進
す
る
よ
う
、
前
者
で

は
尊
光
院
を
通
じ
て
「
別
当
僧
正
御
房
」（
興
福
寺
別
当
）
へ
、
ま
た
後
者
で
は
「
筒

井
殿
」（
筒
井
順
永
）
に
直
接
命
じ
た
も
の
と
な
る
。

こ
こ
に
み
え
る
「
方
衆
」
と
い
う
の
は
、
興
福
寺
六
方
衆
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ

か
ら
こ
の
時
期
す
で
に
六
方
衆
に
よ
る
南
都

園
会
へ
の
関
与
の
き
ざ
し
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
興
福
寺
に
よ
る
東
大
寺
郷
へ
の
影
響
力
が
拡
大

し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
意
味
し
よ
う
。

こ
れ
ま
で
は
、
六
方
衆
に
よ
る
南
都

園
会
に
対
す
る
関
与
の
初
見
は
、『
大
乗

院
寺
社
雑
事
記
』!6

文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
六
月
一
二
日
条
に
み
え
る
「
●
薗
（
マ
マ
）会
事
、

可
沙
汰
旨
、
昨
日
俄
ニ
六
方
よ
り
仰
付
之
」
と
さ
れ
て
き
た
が!7

、
実
は
そ
れ
よ
り
約

三
〇
年
前
に
す
で
に
そ
の
よ
う
な
動
き
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
も
、
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
六
方
衆
の
動
き
を
、
幕
府
が
興
福
寺
別
当
と
と

も
に
衆
徒
の
筒
井
氏
に
牽
制
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
、
こ
の
後
、
南
都

園
会

を
め
ぐ
っ
て
、
と
き
に
並
立
の
様
相
を
み
せ
る
六
方
衆
と
衆
徒
の
す
が
た
は
こ
の
と

き
す
で
に
み
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
右
の
史
料
は
、
南
都

園
会
を
め
ぐ
る
状
況
を
伝
え
る
も
の
と
し

て
は
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。
が
、
し
か
し
祭
礼
そ
の
も
の
の
よ
う
す
ま
で
を
読
み

と
る
こ
と
は
で
き
ず
、
結
局
、
そ
の
よ
う
す
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
の
は
こ
れ
か
ら

一
〇
年
後
の
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
の
こ
と
に
な
る
。

一
、
壬戌

六
月
一
四
日

園
会
、
東
大
寺
出
仕
、
今
小
路
ハ
山
、
余
郷
ハ
舞
車
、

右
は
、『
東
大
寺
雑
集
録
』
巻
七
に
お
さ
め
ら
れ
た
記
事
で
あ
る
。「
壬
戌
」
と
い

う
干
支
が
前
後
の
関
係
か
ら
嘉
吉
二
年
と
判
断
で
き
る
の
で
、
こ
の
年
の

園
会
の

こ
と
を
記
し
た
記
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ま
ず
南
都

園
会

の
式
日
が
六
月
一
四
日
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
祭
礼
の
際
に
は
山
や
舞
車
と
い
っ

た
風
流
が
「
今
小
路
」
や
「
余
郷
」
な
ど
郷
単
位
で
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と

れ
る
。

六
月
一
四
日
と
い
う
式
日
は
、
京
都
の

園
会
と
同
じ
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
京

都
の
場
合
、
風
流
と
し
て
の
山
鉾
は
一
四
日
だ
け
で
は
な
く
、
七
日
に
も
出
さ
れ
て

い
る
。
京
都
の

園
会
の
式
日
が
六
月
七
日
と
一
四
日
で
あ
る
の
は
、
七
日
に
神
輿

が

園
社
か
ら
御
旅
所
へ
と
神
幸
し
、
一
四
日
に
還
幸
す
る
た
め
で
、
こ
れ
に
あ
わ

せ
て
山
鉾
も
二
度
巡
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
点
か
ら
す
れ
ば
、
南
都

園
会
の
場
合
は
、
表
１
を
み
る
か
ぎ
り
、

六
月
一
四
日
以
外
に
祭
礼
が
お
こ
な
わ
れ
た
形
跡
が
み
ら
れ
ず
、
特
徴
の
よ
う
に
も

み
え
る
。
し
か
し
、『
東
大
寺
雑
集
録
』
巻
九
に
は
、「
最
初
ハ
六
月
七
日
、
ソ
ノ
ノ

チ
ハ
、
十
四
日
、
七
日
カ
イ
ハ
ク
」
と
か
、「
六
月
七
日
カ
イ
ハ
ク
」
と
い
う
記
事

も
み
ら
れ
る
の
で
、
七
日
に
は
、「
カ
イ
ハ
ク
」
＝
開
白
、
つ
ま
り
祭
礼
の
開
始
に

と
も
な
っ
て
な
ん
ら
か
の
神
事
や
仏
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ

よ
う
。

南
都

園
会
に
神
輿
渡
御
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
表
１

の
諸
史
料
が
、
山
や
舞
車
、
あ
る
い
は
笠
鉾
と
い
っ
た
風
流
の
存
在
の
み
を
記
し
て

い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
を
記
し
た
記
主
の
視
線
が
風
流
の
出
さ
れ
る
一
四
日

の
ほ
う
に
集
中
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
風
流
を
東
大
寺
の
惣
寺

が
見
物
し
た
と
い
う
の
が
、「
東
大
寺
出
仕
」
と
い
う
記
事
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
は
以
上
の
よ
う
な
祭
礼
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
あ
ま
り

注
意
が
は
ら
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
京
都
の

園
会
と
比
較
し
て
も
、
い

く
つ
か
の
相
違
点
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
は
や
は
り
注
意
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
３
）
風
流
と
し
て
の
山
・
舞
車
・
笠
鉾

そ
こ
で
つ
ぎ
に
六
月
一
四
日
に
出
さ
れ
る
風
流
の
ほ
う
に
目
を
移
し
て
ゆ
き
た
い

が
、
実
は
そ
の
よ
う
す
を
く
わ
し
く
述
べ
て
い
る
史
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、『
東
大

寺
雑
集
録
』
巻
九
に
お
さ
め
ら
れ
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
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一
、
山
ハ
手
（
転
）

害
町
、
今
小
路
町
、
中
御
門
町
、
押
上
町
、

此
四
郷
ニ
廻
リ
テ
作
也
、
又
是
ヘ
エ
タ

（
枝
）

郷
ト
テ
加
ワ
ル
町
有
之
、
手
（
転
）

害
町
ハ
三
ア
一
（
マ
マ
）

窪
町
加
ル
、

中
ノ
御
門
町
之
エ
タ
郷
ハ
、
宮
住
町
加
ワ
ル
、

一
、
舞
車
一
郷
ニ
一
ツ
ツ
ヽ
有
之
テ
、
此
舞
車
ニ
テ
ヤ
ツ
ハ
チ

（

八

撥

）

ヲ
打
也
、

八
ハ
チ

（
撥
）

打
子
ヲ
、
道
ハ
地
下
ノ
笠
ホ
コ
（
鉾
）

ノ
下
ヲ
肩
キ
マ
ニ
ノ
セ
テ
、
肩
ノ

上
ニ
テ
舞
ノ
手
ヲ
ス
ル
体
シ
テ
道
行
也
、

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
も
す
で
に
ふ
れ
ら
れ
て
い

る
が
、
一
応
ひ
と
つ
ず
つ
確
認
を
し
て
ゆ
く
と
、
南
都

園
会
の
風
流
と
し
て
は
、

ま
ず
山
と
舞
車
と
笠
鉾
の
三
種
類
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

こ
の
う
ち
山
と
い
う
の
は
、
造
山
、
あ
る
い
は
造
物
山
と
い
う
も
の
で
、
表
１
に

よ
れ
ば
、「
源
三
位
頼
政
ヌ
ヲ

（
鵺
）

射
タ
ル
所
」「
ミ
ヲ
ノ
ヤ
」「
守
屋
」「
弘
取
判
官
」

「
感

（
マ
マ
）陽

宮
山
」「
橋
弁
慶
」「
八
剣
山
」「
キ
ヨ
シ
ケ

（

清

重

）

山
」「
カ
ウ
ウ

（

項

羽

）

山
」「
石
山
悪
源
太
」

「
羅
城
門
両
山
」「
梶
原
二
度
ノ
カ
ケ

（
掛
）

」
と
い
う
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
能
楽
か
ら
題
材

を
と
っ
た
造
物
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

京
都
の

園
会
で
は
、
戦
国
期
の
段
階
で
お
お
よ
そ
造
物
や
風
流
の
内
容
が
固
定

し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
右
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
南
都

園
会
で
は
、
年
ど
し
に
よ

っ
て
そ
の
内
容
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
疫
病
を
お
こ
す
疫
神
（
御
霊
）
を
遷
却
す
る

た
め
の
風
流
本
来
の
あ
り
か
た
か
ら
す
れ
ば
、
京
都
の

園
会
の
よ
う
に
固
定
す
る

ほ
う
が
む
し
ろ
異
例
で
、
そ
の
意
味
で
は
南
都

園
会
の
山
の
あ
り
か
た
は
一
般
的

な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
そ
の
山
は
毎
年
出
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、「
手

（
転
）

害
町
、
今
小

路
町
、
中
御
門
町
、
押
上
町
」
の
「
四
郷
」
に
よ
っ
て
「
各
年
」（
隔
年!8

）
で
出
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
が
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
理
由
ま

で
を
右
の
史
料
は
記
し
て
い
な
い
。

た
だ
、「
エ
タ

（
枝
）

郷
ト
テ
加
ワ
ル
町
」
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
山
を
出
す
こ

と
に
は
相
当
の
経
済
的
負
担
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
経
済
的

な
問
題
と
い
う
の
が
隔
年
に
山
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
山
は
四
郷
の
う
ち
一
郷
に
よ
っ
て
隔
年
に
出
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ

が
、
そ
れ
に
対
し
て
、「
一
郷
ニ
一
ツ
ツ
ヽ
」
出
さ
れ
て
い
た
の
が
舞
車
で
あ
っ
た
。

先
に
み
た
嘉
吉
二
年
の
と
き
、「
今
小
路
ハ
山
、
余
郷
ハ
舞
車
」
と
記
さ
れ
て
い
た

の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

京
都
の

園
会
で
も
、
南
北
朝
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
車
舞
台
の
上
で
久
世
舞

（
曲
舞
）
を
演
じ
る
「
久
世
舞
車
」
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
山
路
興
造
氏!9

に
よ
っ

て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
南
都

園
会
の
舞
車
で
は
、「
ヤ（

ツ八

撥ハ
）チ
ヲ
打
」

つ
「
子
」
が
そ
の
舞
を
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

こ
の
「
ヤ
ツ
ハ
チ

（

八

撥

）

ヲ
打
」
つ
「
子
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
も
ま
た
山
路
氏
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に@0

、
お
そ
ら
く
京
都
の

園
会
で
今
で
も
み
ら
れ
る
長
刀
鉾
の
鞨

鼓
稚
児
舞
に
類
似
す
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
京
都
の

園
会
の
鞨
鼓
稚
児
舞

は
、
有
名
な
割
に
不
思
議
と
文
献
史
料
に
出
て
こ
な
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
点
で
は
、
南
都

園
会
の
舞
車
の
よ
う
す
を
伝
え
る
右
の
史
料
は
貴
重
な
も
の

と
い
え
る
。

し
か
も
、「
ヤ
ツ
ハ
チ

（

八

撥

）

ヲ
打
」
つ
「
子
」
は
、
舞
車
に
乗
ら
な
い
と
き
は
、「
地
下

ノ
笠
ホ
コ

（
鉾
）

ノ
下
ヲ
」「
肩
ノ
上
ニ
テ
舞
ノ
手
ヲ
ス
ル
体
シ
テ
道
行
」
く
と
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
笠
鉾
も
お
の
ず
と
各
郷
が
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
裏
づ
け

る
よ
う
に
、
表
１
か
ら
は
、「
笠
計
」
と
笠
鉾
だ
け
が
出
さ
れ
た
年
の
あ
っ
た
こ
と

が
読
み
と
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
舞
車
が
出
さ
れ
な
か
っ
た
た
め

に
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、『
経
覚
私
要
鈔
』@1

康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
六
月
一
四
日
条
に
よ
れ
ば
、

「
笠
計
」
は
「
早
旦
渡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
京
都
の
場
合
と
同
様
、
南
都

園
会
で
も
、
山
・
舞
車
・
笠
鉾
な
ど
風
流
は
早
朝
に
巡
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

京
都
の

園
会
で
は
、
六
月
一
四
日
の
山
鉾
巡
行
が
終
わ
っ
た
夕
刻
に
神
輿
の
還
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幸
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
南
都

園
会
の
場
合
、
こ
の
一
四
日
の
夕
刻
に
い
か

な
る
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
は
な
い
。
そ
の
意
味

で
も
や
は
り
、
南
都

園
会
に
は
神
輿
渡
御
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
京
都
の

園
会
で
は
、
山
鉾
巡
行
に
先
立
っ
て
今
で
も
毎
年
、
籤
取

り
（
鬮
取
）
と
い
う
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
山
鉾
巡
行
の
順
番
を
混
乱
な
く
決
め
る
た
め
だ
が
、
そ
の
起
源
は
、
応

仁
・
文
明
の
乱
に
よ
る
三
三
年
に
お
よ
ぶ
中
断
の
後
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
に

再
興
さ
れ
て
以
降
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

実
は
南
都

園
会
で
も
、「
一
郷
ニ
一
ツ
ツ
ヽ
」
出
さ
れ
る
舞
車
の
順
番
を
め
ぐ

っ
て
相
論
が
お
こ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
相
論
を
め
ぐ
っ
て
、

郷
同
士
の
関
係
や
東
大
寺
と
興
福
寺
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
六
方
衆
と
衆
徒
と
の
関

係
な
ど
、
南
都

園
会
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
が
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
次
章
で
は
、
こ
の
舞
車
相
論
を
糸
口
に
、
室
町
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て

の
南
都

園
会
を
め
ぐ
る
諸
関
係
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

二
　
祭
礼
を
め
ぐ
る
諸
関
係

（
１
）
舞
車
相
論
と
探
取

さ
て
、
表
１
に
よ
る
か
ぎ
り
、
問
題
の
舞
車
相
論
は
、
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）

が
そ
の
発
端
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
現
在
知
ら
れ
る
史
料

の
範
囲
内
で
の
話
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
同
じ
よ
う
な
相
論
が
あ
っ
た
可
能
性

を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
ま
ず
は
こ
の
寛
正
三
年
の
相
論
か
ら
み
て
ゆ
き
た
い
と
思
う

が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
こ
の
相
論
を
み
る
に
あ
た
っ
て
『
大
乗
院
寺
社
雑
事

記
』
や
『
経
覚
私
要
鈔
』
の
記
事
を
つ
か
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

史
料
の
質
か
ら
い
え
ば
、
き
わ
め
て
妥
当
な
選
択
と
い
え
る
が
、
た
だ
そ
の
一
方

で
、
こ
の
相
論
に
関
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
『
東
大
寺
法
花
堂
要
録
』@2

の
記
事
も

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
な
ぜ
こ
の
記
事
に
ふ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か

に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
こ
ち
ら
の
ほ
う
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に

し
よ
う
。

一
、
六
月
十
四
日
、
●
薗

（
マ
マ
）会
ア
リ
、
山
手（

転
害
）掻

、
源
三
位
頼
政
ヌ
エ
（
鵺
）

ヲ
射
タ
ル

所
ナ
リ
、
又
今
□
□

（
小
路
）

ト
押
上
ト
舞
車
押
ス
事
イ
ヅ
レ
前
後
ノ
論
ア
リ
、

当
寺

（
東
大
寺
）

成
敗
事
間
、
筒
井
殿
勢
ヲ
中
御
門
マ
デ
出
シ
テ
、
東
大
寺
御
支
ヲ
シ
、

尊
勝
院
殿
御
儀
分
ニ
テ
、
中
御
門
、
今
□
□

（
小
路
）

、
押
上
、
三
郷
サ
ク
リ

（

探

）

ヲ
●
薗
（
マ
マ
）

殿
ニ
テ
取
テ
落
居
セ
リ
、
手
掻
（
転
害
）

ハ
本
郷
ト
テ
論
ニ
及
ズ
、

右
に
よ
れ
ば
ま
ず
、
こ
の
年
、
山
を
出
し
た
の
は
「
手
掻

（
転
害
）

」
郷
で
、
そ
の
風
流
は

「
源
三
位
頼
政
ヌ
エ

（
鵺
）

ヲ
射
タ
ル
所
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
は
こ
の
風
流
の

内
容
に
つ
い
て
は
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
や
『
経
覚
私
要
鈔
』
か
ら
は
読
み
と

れ
ず
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
も
右
の
史
料
が
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
山
は
隔
年
で
一
郷
だ
け
が
出
す
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
順
番
が
問
題
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
も
、
山
に
つ
い
て
は
、
隔
年
に
ど
の
郷
が
山
を
出
す
の
か
と
い
う
順
番
も

「
山
押
次
第
ハ
、
転
害
・
今
小
路
・
中
御
門
・
押
上
、
如
此
各
年
沙
汰
也
」@3

、
つ
ま

り
郷
の
所
在
地
に
照
ら
し
て
北
か
ら
順
番
に
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
北

次
第
」「
山
次
第
」@4

と
よ
ん
で
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
山
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
整
然
と
し
た
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
舞
車
の
ほ
う
は
、
な
ん
ら
の
ル
ー
ル
も
な
か
っ

た
よ
う
で
、
し
か
も
山
と
は
異
な
り
一
度
に
複
数
が
出
さ
れ
る
以
上
、
そ
の
順
番
を

め
ぐ
っ
て
争
い
が
お
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、
そ
の
争
い
＝

「
舞
車
押
ス
事
イ
ヅ
レ
前
後
ノ
論
」
を
く
り
広
げ
て
い
た
の
が
、
今
小
路
郷
と
押
上

郷
で
あ
る
。
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そ
こ
で
、
東
大
寺
惣
寺
で
は
、
こ
の
相
論
を
「
成
敗
」
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

「
筒
井
殿
」
の
軍
勢
が
「
中
御
門
」
ま
で
や
っ
て
き
た
た
め
、「
御
支
」
を
し
、
と
き

の
東
大
寺
別
当
、
尊
勝
院@5

の
裁
量
に
よ
っ
て
そ
の
順
番
を
「
●
薗
（
マ
マ
）殿
」
＝
●
園
社

で
「
サ
ク
リ
」（
探
）
＝
鬮
（
籤
）
を
取
ら
せ
る
こ
と
で
「
落
居
」
さ
せ
た
、
と
い
う

の
が
右
の
史
料
の
語
る
内
容
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
興
福
寺
側
の
史
料
に
よ
る
と
、
そ
の
内
容
は
若
干
異
な
り
、『
大
乗

院
寺
社
雑
事
記
』
で
は
「
為
彼
寺

（
東
大
寺
）

雖
令
成
敗
、
不
事
行
之
間
、
為
当
寺

（
興
福
寺
）

集
（
衆
）

中
、

成
蜂
起
集
会
及
成
敗
了
」、
ま
た
『
経
覚
私
要
鈔
』
で
は
「
官
符
衆
徒
令
成
敗
、
以

探
治
定
、
今
小
路
取
一
探
之
間
、
先
押
畢
」
と
み
え
る
。
実
際
に
「
成
敗
」
を
お
こ

な
っ
た
の
が
、
東
大
寺
惣
寺
だ
っ
た
の
か
、
興
福
寺
衆
徒
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は

判
断
が
む
ず
か
し
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
と
き
探
に
よ
っ
て
今
小
路
郷
が
「
先
」

と
な
っ
た
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
と
き
相
論
を
く
り
広
げ
た
の
は
、
今
小
路
郷
と
押
上
郷
だ
っ
た

が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
東
大
寺
法
花
堂
要
録
』
で
は
、
探
は
中
御
門
郷
を
ま
じ

え
て
「
三
郷
」
で
取
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
点
も
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
で
は
「
両
郷
探
取
之
、
今
小
路

一
番
ニ
渡
之
」
と
あ
り
、
今
小
路
郷
と
押
上
郷
の
「
両
郷
」
で
探
を
取
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
こ
れ
も
判
断
が
む
ず
か
し
い
が
、
そ
れ
で
も

こ
こ
か
ら
は
残
る
転
害
郷
が
探
を
取
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
わ
か
る
。

こ
の
と
き
転
害
郷
が
探
を
取
ら
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
年
、
転
害
郷
が
山
を
出
し

て
い
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
手
掻

（
転
害
）

ハ
本
郷
ト
テ
論
ニ
及
ズ
」、
つ
ま
り
転
害

郷
は
「
本
郷
」
な
の
で
、
も
と
も
と
順
番
争
い
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
と
『
東
大
寺

法
花
堂
要
録
』
は
記
し
て
い
る
。

こ
こ
で
転
害
郷
が
「
本
郷
」
と
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
も
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、

表
１
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
南
都
●
園
会
が
し
ば
し
ば
「
伝

（
転
）

害
●
園
会
」
と
よ
ば

れ
、
山
を
出
す
順
番
が
「
北
次
第
」
と
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
あ
る

程
度
の
優
位
性
が
転
害
郷
に
も
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
京
都
の

園
会
で
は
、
鬮
取
ら
ず
（
籤
取
ら
ず
）
と
い
っ
て
、
い
く

つ
か
の
山
や
鉾
の
順
番
が
固
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
南
都

園

会
で
は
、
あ
る
い
は
転
害
郷
が
同
じ
よ
う
な
位
置
づ
け
を
な
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

そ
う
い
え
ば
、
こ
の
年
を
含
め
て
確
認
で
き
る
舞
車
相
論
と
い
う
の
は
、
今
小
路

郷
・
中
御
門
郷
・
押
上
郷
の
三
郷
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
注
意
ぶ
か

く
表
１
を
み
て
み
る
と
、
転
害
郷
は
山
を
出
し
て
も
、
舞
車
を
出
し
た
形
跡
の
み
ら

れ
な
い
こ
と
に
も
気
づ
く
。

ど
う
や
ら
、
転
害
郷
は
舞
車
を
出
さ
な
か
っ
た
可
能
性
の
ほ
う
が
高
く
、
そ
れ
を

裏
づ
け
る
よ
う
に
、
こ
の
寛
正
三
年
か
ら
二
年
後
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
中

御
門
郷
と
押
上
郷
と
の
あ
い
だ
で
舞
車
相
論
が
お
こ
り
、
探
に
よ
っ
て
中
御
門
が

「
一
番
」
と
決
し
た
際
に
も
、「
舞
車
二
両
、
山
一
渡
之
」
で
あ
っ
た
と
『
大
乗
院
寺

社
雑
事
記
』
六
月
一
四
日
条
は
伝
え
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
山
を
出
し
て
い
た
の
は
今
小
路
郷
だ
か
ら
「
山
一
」
は
今
小
路
郷
の

山
と
な
り
、「
舞
車
二
両
」
も
中
御
門
郷
と
押
上
郷
の
舞
車
と
な
る
か
ら
、
転
害
郷

が
舞
車
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
と
い
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
と
き
は
山
を
出
し
て
い
た
今
小
路
郷
も
舞
車
を
出
し
て
い
な
い

よ
う
な
の
で
、
転
害
郷
を
の
ぞ
い
た
三
郷
で
も
、
そ
の
う
ち
の
一
郷
が
山
を
出
す
と

き
に
は
、
そ
の
郷
は
舞
車
を
出
さ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
山
と
舞
車
の
出
さ
れ
か
た
に
つ
い
て
こ
だ
わ
る
の
か

と
い
え
ば
、
実
は
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
舞
車
相
論
を
め
ぐ
る
状
況
に

大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
注
意
を
は
ら
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、

し
か
し
、
舞
車
相
論
を
解
決
す
る
た
め
に
探
を
取
る
と
は
い
っ
て
も
、
三
郷
で
取
る

の
と
二
郷
で
取
る
の
と
で
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
状
況
が
異
な
る
。

169

一
七

南
都

園
会
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題



当
然
、
三
郷
よ
り
二
郷
だ
け
で
取
る
ほ
う
が
は
る
か
に
競
争
が
は
げ
し
く
な
り
、

鬮
取
が
神
意
を
示
す
も
の@6

だ
っ
た
と
し
て
も
、
現
実
に
は
し
こ
り
を
残
す
こ
と
も
少

な
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
鬮
取
や
鬮
の
結
果
そ
の
も
の
に
対
す
る
認
識
の
違
い
と
い
う
の
も
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
し
こ
り
や
認
識
の
違
い
と
い
う

の
が
つ
ぎ
に
み
る
よ
う
に
南
都

園
会
全
体
を
混
乱
に
ま
き
こ
ん
で
ゆ
く
こ
と
と
な

る
の
で
あ
る
。（

２
）
探
取
を
め
ぐ
る
混
乱

東
大
寺
●
薗
（
マ
マ
）会
在
之
、
押
上
郷
与
中
御
門
郷
車
先
前
相
論
故
、
雖
令
用
意
、
舞

車
一
向
不
押
之
、
今
小
路
郷
山
計
押
出
、（
中
略
）
先
年
車
先
前
相
論
事
、

両
郷
在
之
、
為
寺
門
成
敗
探
ニ
テ
押
上

中
御
門

一
番
ニ
押
之
、
当
年
又
可
為
探
之
由
、

中
御
門

押

上

郷
申
入
之
、
押
上
中
御
門

ハ
以
先
年
寛
正
五
年

之
探
、
行
末
治
定
上
者
不
可
取
之
云
々
、
六

方
此
間
色
々
雖
及
評
定
、
無
処
成
敗
之
間
、
今
日
両
郷
風
流
止
之
畢
云
々
、

右
は
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
一
年
（
一
四
七
九
）
六
月
一
四
日
条
の
記

事
で
あ
る
。
こ
の
年
も
、
寛
正
五
年
の
と
き
と
同
様
、
今
小
路
郷
が
山
を
出
す
年
に

あ
た
っ
た
た
め
、
押
上
郷
と
中
御
門
郷
の
二
郷
で
舞
車
相
論
が
お
こ
っ
た
こ
と
が
読

み
と
れ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
で
み
ら
れ
る
両
郷
の
言
い
分
が
ま
っ
た
く

異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
押
上
郷
の
言
い
分
が
、「
先
年
」
＝
「
寛
正
五
年
」
の
例
に
な
ら

っ
て
「
当
年
又
可
為
探
」、
今
年
も
ま
た
探
を
取
る
べ
き
だ
と
い
う
の
に
対
し
て
、

中
御
門
郷
の
言
い
分
は
、「
先
年
之
探
」
に
よ
っ
て
「
行
末
」
が
「
治
定
」
し
た
以

上
、
探
を
取
る
必
要
は
な
い
と
い
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

寛
正
五
年
か
ら
文
明
一
一
年
の
あ
い
だ
と
い
え
ば
、
一
五
年
も
の
年
月
が
た
っ
て

い
る
。
そ
の
間
に
同
じ
よ
う
な
問
題
が
お
こ
ら
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
不
思
議
で
さ

え
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
少
な
く
と
も
寛
正
五
年
の
と
き
の
探
の
結
果
を
め
ぐ
っ
て

両
郷
の
認
識
に
大
き
な
へ
だ
た
り
の
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
よ
う
。

ち
な
み
に
、
右
の
史
料
の
後
半
に
は
、
中
御
門
郷
の
言
い
分
と
し
て
、「
如
山
次

第
ハ
車
事
無
是
非
之
由
中
御
門
申
、
寛
正
五
年
ニ
以
探
行
末
事
相
定
之
、
●
薗

（
マ
マ
）御

前
ニ
札
打
之
了
、
其
後
押
上
打
破
了
」
と
い
う
こ
と
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
信
じ
れ
ば
、
中
御
門
郷
の
言
い
分
の
ほ
う
が
妥
当
の
よ
う
に
思
え
な
く
も
な
い

が
、
し
か
し
な
が
ら
押
上
郷
の
ほ
う
の
認
識
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が

「
札
」
を
「
押
上
打
破
」
る
行
為
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
二
郷
だ
け
で
探
を
取
る
こ
と
が
か
な
ら
ず
し
も
円
満
な
解
決
と

は
な
ら
ず
、
大
き
な
し
こ
り
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
も
し
、

押
上
郷
の
行
為
が
当
時
の
慣
習
に
照
ら
し
て
非
理
な
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、「
六

方
此
間
色
々
雖
及
評
定
、
無
処
成
敗
」
と
い
う
よ
う
に
、
六
方
衆
が
そ
の
判
断
に
苦

し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
結
果
は
と
い
え
ば
、「
両
郷
風
流
止
之
畢
」
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
と
き
の
相
論
は
そ
の
後
も
膠
着
状
態
を
つ
づ
け
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
約
二
〇
年
た
っ
た
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
に

い
た
っ
て
も
な
お
、「
風
流
ノ
押
次
第
前
後
相
論
事
、
近
年
有
之
、
不
一
決
事
也
、

押
上
郷
ト
今
小
路

中

御

門

郷
ト
令
相
論
事
也
云
々
、
六
方
成
敗
無
処
云
々
」@7

と
し
て
決
着
が

つ
か
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
こ
の
年
は
祭
礼
自
体
も
「
延
引
」@8

と
な
っ
た
。

お
そ
ら
く
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
、
表
１
の
う
ち
、
文
明
一

一
年
以
降
の
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
舞
車
が
一
基
も
出
さ
れ
な
い
な
か
、
笠
鉾
や
山
だ

け
が
出
さ
れ
て
南
都

園
会
が
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

探
取
を
め
ぐ
っ
て
祭
礼
全
体
が
混
乱
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
こ
の
相
論
は
、
文
明
一
一
年
か
ら
二
六
年
も
た
っ
た
永
正
二
年
（
一
五

〇
五
）
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
ひ
と
つ
の
決
着
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
決
着

の
あ
り
さ
ま
を
『
多
聞
院
日
記
』
六
月
一
三
日
条
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

当
年
●
薗

（
マ
マ
）会
被
懸
催
、
然
処
、
中
御
門
・
押
上
舞
車
押
論
在
之
、
依
之
近
年
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久
敷
令
中
絶
、
然
当
年
六
方

成
身
院
被
申
合
御
裁
許
落
居
畢
、
中
御
門
者
北

次
第
ト
云
、
山
次
第
ト
云
、
理
運
不
能
左
右
間
、
探
ヲ
ハ
不
可
取
申
、
押
上
ニ

ハ
以
探
可
治
定
云
々
、
只
今
折
中
之
趣
者
、
当
年
計
以
探
可
治
定
、
於
向
後
者
、

北
次
第
・
山
次
第
、
中
御
門
・
押
上
ト
可
押
云
々
、

こ
こ
か
ら
は
、
二
六
年
た
っ
て
も
な
お
両
郷
の
言
い
分
に
変
化
が
み
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、「
近
年
久
敷
令
中
絶
」
む
状
態
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
し
か
し
そ
れ

は
、
両
郷
に
と
っ
て
み
ず
か
ら
の
言
い
分
が
ゆ
ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
道
理
と
考
え

て
い
た
証
と
い
え
よ
う
。

と
な
れ
ば
、「
六
方

成
身
院
」
が
提
示
で
き
る
解
決
策
と
い
う
の
は
ひ
と
つ
し

か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
「
折
中
」
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
と

は
、
文
字
ど
お
り
両
郷
の
言
い
分
を
足
し
て
二
で
割
っ
た
よ
う
な
、「
当
年
計
以
探

可
治
定
、
於
向
後
者
、
北
次
第
・
山
次
第
、
中
御
門
・
押
上
ト
可
押
」、
つ
ま
り
今

年
だ
け
は
押
上
郷
の
言
い
分
ど
お
り
に
探
を
取
っ
て
順
番
を
決
め
、
こ
れ
か
ら
後
は

中
御
門
郷
の
言
い
分
ど
お
り
に
「
北
次
第
・
山
次
第
」
に
よ
っ
て
「
中
御
門
・
押
上
」

の
順
と
す
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
は
、『
多
聞
院
日
記
』
が
、
右
の
記
事
の
後
に
「
探
ヲ
ト
ラ
セ
ラ
ル
ヽ

所
ニ
、
押
上
一
ヲ
取
間
、
則
一
番
ニ
可
渡
旨
被
申
付
、
向
後
者
、
中
御
門
可
為
一
番

旨
堅
申
定
了
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
「
折
中
」
に
そ
っ
た
も
の
と
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
実
際
に
も
、「
山
、
今
小
路
石
山
悪
源
太

、
其
次
、
押
上
、
其
次
、
中
御
門

渡
了
」
と
『
多
聞
院
日
記
』
六
月
一
四
日
条
が
伝
え
て
い
る
よ
う
に
、
今
小
路
郷

の
山
の
あ
と
に
押
上
郷
の
舞
車
、
中
御
門
郷
の
舞
車
が
渡
さ
れ
た
こ
と
も
読
み
と

れ
る
。

二
六
年
に
も
わ
た
っ
て
頑
強
に
み
ず
か
ら
の
言
い
分
を
譲
ら
な
か
っ
た
両
郷
が
こ

ん
な
に
も
あ
っ
さ
り
と
「
折
中
」
を
う
け
い
れ
た
こ
と
に
は
奇
異
な
感
じ
も
う
け
る

が
、
し
か
し
「
折
中
」
と
い
う
の
が
、
現
代
人
の
感
覚
と
は
異
な
り
、「
こ
れ
が

「
折
中
」
な
の
だ
、
と
い
わ
れ
た
と
き
、
聞
く
も
の
は
た
だ
そ
れ
だ
け
で
、
一
種
の

「
恐
れ
」「
敬
い
」
を
も
つ
。
い
わ
ば
没
理
性
的
な
効
果
、
即
ち
中
世
的
な
「
正
義
」

「
道
理
」
の
観
念
が
「
折
中
」
の
う
ち
に
籠
め
ら
れ
て
い
た
」@9

と
す
れ
ば
、
両
郷
が

そ
れ
に
し
た
が
っ
た
の
も
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
後
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
史
料

が
少
な
い
の
で
た
し
か
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
た
と
え
ば
、「
経
尋
記
」#0

大
永
三

年
（
一
五
二
一
）
六
月
一
四
日
条
に
「

園
会
在
之
、
六
方
下
知
云
々
、
於
中
門
、

風
流
山
・
車
」
と
み
え
、
混
乱
し
た
よ
う
す
も
み
ら
れ
な
い
の
で
、
舞
車
相
論
が
お

こ
る
よ
う
な
こ
と
は
お
そ
ら
く
二
度
と
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
同
時
に
、
南
都

園
会
に
お
い
て
は
、
舞
車
の
順
番
を
め
ぐ
っ
て
探
取

（
鬮
取
）
と
い
う
方
法
が
放
棄
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
意
味
す
る
が
、
こ
の
こ
と
と

関
係
す
る
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
東
大
寺
雑
集
録
』
巻
九
に
よ
れ
ば
、

こ
の
大
永
三
年
に
押
上
郷
が
山
を
出
し
た
の
を
最
後
に
山
は
「
コ
ノ
以
後
無
之
」
と

な
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
舞
車
や
笠
鉾
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
う
け
た
の
か
に
つ
い
て
も

史
料
が
な
い
の
で
あ
き
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、
京
都
の

園

会
が
、
洛
中
洛
外
図
に
描
か
れ
る
よ
う
に
は
な
や
か
さ
を
と
り
も
ど
し
つ
つ
あ
っ
た

の
と
く
ら
べ
た
と
き
、
二
六
年
の
な
が
き
に
わ
た
っ
て
つ
づ
け
ら
れ
た
舞
車
相
論
が

南
都

園
会
に
あ
た
え
た
ダ
メ
ー
ジ
と
い
う
の
は
け
っ
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
舞
車
相
論
や
探
取
に
つ
い
て
、「
東
大

寺
各
郷
の
独
立
的
意
識
の
高
揚
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
寺
の
神

人
・
公
人
の
郷
と
し
て
従
属
的
存
在
で
あ
っ
た
郷
が
、
郷
民
の
成
長
に
よ
っ
て
自
立

的
色
彩
を
濃
く
し
、
更
に
各
郷
の
独
立
と
い
う
形
に
発
展
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、

郷
の
独
立
化
が
し
の
ば
れ
る
」#1

と
か
、「
こ
れ
ら
の
相
論
は
、
各
郷
内
が
か
な
り
統

轄
さ
れ
、
郷
と
し
て
の
結
束
が
強
固
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
」#2
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と
い
っ
た
評
価
を
く
だ
し
て
き
た
。

た
し
か
に
舞
車
相
論
が
お
こ
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
通
し
て
、
郷
や
郷
民
の
自
律

性
を
読
み
と
る
こ
と
自
体
は
あ
や
ま
り
で
は
な
い
。
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
南
都

園

会
が
こ
う
む
っ
た
影
響
も
ま
た
大
き
か
っ
た
こ
と
に
は
や
は
り
注
意
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

（
３
）「
両
寺
見
物
」

さ
て
、
前
節
で
は
、
舞
車
相
論
と
探
取
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
そ
こ
で
も
断
片

的
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
相
論
の
「
成
敗
」
を
お
こ
な
い
、
探
取
の
提
示
な
ど
し
て
い

た
の
は
、
実
は
相
論
を
お
こ
し
て
い
た
当
事
者
同
士
で
は
な
く
、
東
大
寺
惣
寺
や
興

福
寺
六
方
衆
、
あ
る
い
は
衆
徒
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
つ
ま
り
、
郷
や
郷
民
自
身
に
は
、
舞
車
相
論
を
解
決
す
る
力
が
な
か
っ
た

と
も
い
え
る
が
、
た
だ
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、「
全
郷
的
な
自
律
組
織
を

結
成
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
各
郷
間
の
紛
争
を
解
決
で
き
ず
、
結
局
は
彼
ら
の
従
属

し
て
い
た
寺
社
勢
力
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」#3

と
か
、
あ
る
い
は
、「
郷
民

は
、
み
ず
か
ら
の
問
題
を
み
ず
か
ら
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に

園
会
の
未
来
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
」#4

と
評
価
で
き
る
の
か
と
い
え

ば
、
こ
の
点
に
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
よ
う
に
い
う
と
き
、
お
そ
ら
く
そ
の
念
頭
に
は
京
都
の

園

会
の
存
在
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
京
都
の

園
会

で
は
、
舞
車
相
論
に
相
当
す
る
山
鉾
の
順
番
争
い
を
町
人
み
ず
か
ら
が
解
決
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。

今
度
御
再
興
已
後
、
山
鉾
次
第
町
人
等
諍
論
之
間
、
鬮
取
次
第
也
、
前
々
日
町

人
等
来
愚
亭
鬮
取
之
、
雑
色
等
来
入
申
付
之
、

頼
亮

（
松
田
）

こ
れ
は
、
中
世
京
都
の

園
会
山
鉾
に
か
か
わ
る
基
本
史
料
と
し
て
知
ら
れ
る

『

園
会
山
鉾
事
』#5

に
記
さ
れ
る
一
文
で
あ
る
。
こ
の
一
文
こ
そ
、
京
都
の

園
会

の
籤
取
（
鬮
取
）
の
起
源
と
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
が
、
詳
細
に
み
て
み
る
と
、
こ
れ

ま
で
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
は
読
み
と
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

た
し
か
に
「
今
度
御
再
興
」
＝
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
の
再
興
に
あ
た
っ
て
、

「
山
鉾
次
第
」
＝
山
鉾
の
順
番
を
「
町
人
等
」
が
「
諍
論
」
し
、
そ
れ
を
「
鬮
取
次

第
」
に
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
鬮
取
は
、
式
日
の
「
前
々
日
」

に
室
町
幕
府
侍
所
開
闔
の
松
田
「
頼
亮
」
の
「
愚
亭
」
に
お
い
て
、
し
か
も
侍
所
の

下
級
役
人
で
あ
る
「
雑
色
等
」
の
立
ち
会
い
の
も
と
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事

実
を
み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
状
況
か
ら
考
え
る
に
、
鬮
取
を
提
案
し
用
意
し
た
の
は
、
町
人
ら
で
は

な
く
、
松
田
頼
亮
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
京
都
の
場
合
も
ま
た
、

南
都

園
会
の
場
合
と
な
ん
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
、
お
そ

ら
く
そ
れ
は
、
京
都
の

園
会
を
「
権
力
に
抵
抗
す
る
民
衆
の
祭
礼
」
と
み
る
イ
メ

ー
ジ
に
し
ば
ら
れ
、

園
会
を
は
さ
ん
で
町
人
と
室
町
幕
府
な
ど
権
力
と
の
関
係
を

常
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
き
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
実
際
に
は
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
こ
と
が
あ
き
ら

か
と
な
っ
て
き
た
以
上#6

、
南
都

園
会
の
場
合
も
ま
た
、
見
方
を
か
え
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
。

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
六

月
一
四
日
条
以
降
に
み
る
こ
と
の
で
き
る
「
両
寺
見
物
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

の
「
両
寺
」
と
い
う
の
は
、
東
大
寺
と
興
福
寺
の
こ
と
で
あ
り
、「
両
寺
見
物
」
と

は
、
両
寺
の
僧
が
そ
ろ
っ
て
南
都

園
会
を
見
物
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
お
そ

ら
く
そ
の
さ
ま
と
い
う
の
は
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
六

月
一
四
日
条
に
記
さ
れ
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

●
薗

（
マ
マ
）会
在
之
、
中
御
門
興
福
寺
僧
、
伝
害

（
手
）

門
東
大
寺
僧
、
殊
更
衆
徒
也
云
々
、
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但
、
中
御
門
北
方
東
大
寺
僧
也
、
古
市
桟
敷
ハ
●
薗
（
マ
マ
）殿
拝
殿
之
上
ニ
構
之
、

表
１
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
年
の
風
流
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
転
害
郷

の
カ
ウ
ウ

（

項

羽

）

山
だ
け
だ
が
、
し
か
し
そ
れ
を
「
東
大
寺
僧
」
は
「
中
御
門
北
」
や
「
転

害
門
」
で
、
ま
た
「
興
福
寺
僧
」
は
「
中
御
門
」
で
、
そ
し
て
衆
徒
の
「
古
市
」
は

「
●
薗

（
マ
マ
）殿
拝
殿
之
上
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
桟
敷
」
を
構
え
て
見
物
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。転

害
門
・
中
御
門
・

園
社
は
と
も
に
東
京
極
大
路
に
面
し
て
存
在
し
て
い
た
の

で
、
こ
の
こ
と
か
ら
南
都

園
会
の
風
流
は
東
京
極
大
路
を
渡
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

が
、
そ
の
こ
と
よ
り
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
東
大
寺
僧
と
興
福
寺
僧
が
と
も
に

園
会

を
見
物
し
て
い
る
こ
と
の
ほ
う
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
六
月
一
四
日
条
に
は
、「
両
寺

見
物
如
近
来
也
」
と
み
え
る
の
で
、「
両
寺
見
物
」
は
そ
れ
ほ
ど
前
か
ら
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
う
え
で
み
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

が
、
南
都

園
会
を
め
ぐ
る
東
大
寺
と
興
福
寺
と
の
関
係
で
あ
る
。

表
１
に
よ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
端
緒
は
、
先
に
も
ふ
れ
た
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）

の
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
と
き
は
「
方
衆
」（
興
福
寺
六
方
衆
）
の
「
綺
」
が
あ
っ
た

な
ら
ば
、
そ
の
「
交
名
」
を
注
進
す
る
よ
う
東
大
寺
別
当
と
興
福
寺
衆
徒
の
筒
井
氏

に
幕
府
が
命
じ
て
い
る
の
で
、
六
方
衆
の
存
在
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
疎
外
さ
れ
た

も
の
の
よ
う
に
み
え
る
。

そ
の
一
方
で
、
衆
徒
の
ほ
う
は
、
こ
の
永
享
四
年
の
と
き
は
ま
だ
六
方
衆
の
「
綺
」

を
牽
制
す
る
存
在
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
三
〇
年
た
っ
た
寛
正
三
年

（
一
四
六
二
）
に
な
る
と
大
き
く
さ
ま
が
わ
り
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
年
の
今
小
路
郷
と
押
上
郷
の
舞
車
相
論
に
お
い
て
は
、
先
に

も
み
た
よ
う
に
、「
為
当
寺

（
興
福
寺
）

集
（
衆
）

中
、
成
蜂
起
集
会
及
成
敗
」、
あ
る
い
は
「
官
符
衆

徒
令
成
敗
、
以
探
治
定
」
と
あ
り
、
相
論
を
探
取
に
よ
っ
て
「
成
敗
」
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、『
東
大
寺
法
花
堂
要
録
』
で
は
、「
尊
勝
院
殿
御
儀
分
ニ
テ
」
と
み
ら

れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
い
た
る
ま
で
に
は
、「
為
彼
寺

（
東
大
寺
）

雖
令
成
敗
、
不
可
事
行
」#7

と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、
衆
徒
が
尊
勝
院
の
顔
を
立
て
た

と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
段
階
で
は
東
大
寺
惣
寺
に
か
わ
っ
て
衆
徒
が
南
都

園
会
に

対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
も
ち
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
こ
で
問

題
と
な
る
の
は
、
こ
の
二
年
後
の
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
の
と
き
に
み
ら
れ
た

「
為
寺
門
成
敗
探
ニ
テ
、
押
上

中
御
門

一
番
ニ
押
之
」#8

の
「
寺
門
」
が
衆
徒
だ
っ
た
の
か
、

六
方
衆
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

寛
正
三
年
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
衆
徒
と
み
る
の
が
普
通
だ
ろ
う
が
、
し
か
し

こ
の
寛
正
五
年
の
探
取
を
発
端
に
混
乱
を
み
せ
た
文
明
一
一
年
（
一
四
七
九
）
の
舞

車
相
論
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
「
六
方
此
間
色
々
雖
及
評
定
、
無
処
成

敗
之
間
、
今
日
両
郷
風
流
止
之
畢
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
六
方
衆
の
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
。

し
か
も
、
文
明
一
三
年
（
一
四
八
一
）
こ
ろ
に
は
、「
彼
六
月
会
式
」
＝

園
会
は

「
一
向
六
方
自
専
任
雅
意
」#9

と
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
「
両
寺
見
物
」
の
初
見
に

あ
た
る
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
の
と
き
も
「
於
伝
害

（
転
）

●
薗
（
マ
マ
）会
在
之
、
自
六
方
申
付
」

と
み
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
文
明
年
間
以
降
は
、
六
方
衆

の
影
響
力
が
圧
倒
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
が
つ
ぎ
の
史
料
で
あ
る
。

●
薗

（
マ
マ
）会
事
、
為
六
方
可
沙
汰
之
由
加
下
知
之
間
、
致
其
用
意
之
処
、
自
学
侶

不
可
然
、
不
可
致
沙
汰
之
由
、
加
下
知
之
間
、
儀
計
在
之
云
々
、

こ
れ
は
『
経
覚
私
要
鈔
』
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
六
月
一
四
日
条
の
記
事
で
あ

る
。
そ
の
内
容
は
、
こ
の
年
の

園
会
を
執
行
（「
沙
汰
」）
す
る
よ
う
六
方
衆
と
し

て
「
下
知
」
を
く
だ
し
た
と
こ
ろ
、
学
侶
よ
り
「
不
可
然
」
と
し
て
執
行
し
な
い
よ

う
「
下
知
」
が
く
だ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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こ
こ
か
ら
は
、
興
福
寺
大
衆
の
組
織
内
に
お
け
る
六
方
衆
と
学
侶
と
の
関
係
と
い

う
の
も
う
か
が
え
る
が
、
そ
れ
以
上
に
注
目
す
べ
き
は
、
六
方
衆
が
「
下
知
」
を
く

だ
し
た
段
階
で
「
致
其
用
意
」、
す
な
わ
ち
祭
礼
執
行
の
「
用
意
」
が
な
さ
れ
た
と

い
う
事
実
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て

園
会
の
執
行
の
「
用
意
」
を

「
下
知
」
で
き
た
の
が
、
衆
徒
で
は
な
く
六
方
衆
だ
っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。

一
四
日
と
い
う
式
日
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
み
え
る
「
用
意
」
と
い
う

の
は
、
風
流
の
「
用
意
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
こ
の
と
き
学
侶
が
そ
れ
を
「
不
可

然
」
と
し
た
の
は
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
同
日
条
が
伝
え
る
よ
う
に
、「
昨
日
俄

ニ
六
方
よ
り
仰
付
之
、
郷
民
迷
惑
云
々
」、
今
回
の
「
下
知
」
の
段
取
り
が
悪
く
郷

民
に
と
っ
て
「
俄
ニ
」
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
文
明
元
年
の
段
階
で
す
で
に
六
方
衆
の
影
響
力
は
圧
倒
的
だ
っ
た

こ
と
に
な
る
が
、
と
な
る
と
、
寛
正
五
年
と
い
う
の
は
、
衆
徒
が
舞
車
相
論
を
「
成

敗
」
し
た
寛
正
三
年
と
六
方
衆
の
「
下
知
」
に
よ
っ
て
祭
礼
が
執
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
文
明
元
年
と
の
ま
さ
に
境
目
の
時
期
に
あ
た
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
こ
ろ

を
境
に
南
都

園
会
に
対
す
る
影
響
力
の
比
重
は
衆
徒
か
ら
六
方
衆
へ
と
移
っ
て
い

っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
は
寛
正
五
年
の
「
寺
門
」
が
衆
徒
だ
っ
た
の
か
、

六
方
衆
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
つ
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
た
だ
、
こ
の
時
期

を
前
後
と
し
て
南
都

園
会
に
対
す
る
興
福
寺
大
衆
の
影
響
力
が
決
定
的
と
な
っ
て

い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

そ
し
て
、
お
り
し
も
興
福
寺
大
衆
の
影
響
力
が
み
え
は
じ
め
る
の
と
軌
を
一
に
し

て
、
山
や
舞
車
と
い
っ
た
風
流
の
存
在
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
事
実
か

ら
は
、
南
都

園
会
に
お
け
る
風
流
が
、
実
は
興
福
寺
大
衆
と
の
関
係
の
な
か
で
立

ち
あ
が
っ
て
き
た
可
能
性
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て
く
る
。

実
際
、「
東
大
寺
●
薗

（
マ
マ
）会
、
来
十
四
日
可
始
行
旨
、
自
当
寺

（
興
福
寺
）

六
方
加
下
知
之
間
、

可
存
其
旨
之
由
地
下
人
等
申
之
」
と
い
う
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
七
年
（
一

四
九
八
）
六
月
六
日
条
の
記
事
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
と
き
、
南
都

園
会
は
、
六

方
衆
と
「
地
下
人
」
＝
郷
民
と
の
関
係
に
お
い
て
成
り
た
っ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を

え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

む
し
ろ
そ
う
考
え
た
ほ
う
が
、
六
方
衆
が
舞
車
相
論
を
「
成
敗
」
し
た
り
、
祭
礼

執
行
を
「
下
知
」
し
た
り
す
る
と
い
う
事
実
を
理
解
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
両
寺
見
物
」
と
い
う
事
象
を
あ
ら
た
め
て
な
が
め
た
と
き
、

そ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
東
大
寺
僧
と
興
福
寺
僧
と
の
緊
張
感
や
、
あ
る
い

は
六
方
衆
と
衆
徒
と
の
対
立
な
ど
と
い
っ
た
も
の
を
読
み
と
る
必
要
は
お
そ
ら
く
な

い
だ
ろ
う
。

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
に
両
寺
の
僧
が
そ
れ
ぞ
れ
に
桟
敷
を
か
ま
え
て

見
物
す
る
な
か
を
郷
民
が
「
用
意
」
し
た
風
流
が
渡
っ
て
ゆ
く
、
こ
の
光
景
こ
そ
が

こ
の
時
期
の
南
都

園
会
を
成
り
た
た
せ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
目
に
み
え
る

か
た
ち
で
映
し
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
最
後
の
山
が
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
大
永
三
年
（
一
五

二
）
の
よ
う
す
を
伝
え
る
「
経
尋
記
」
同
年
六
月
一
四
日
条
に
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

記
事
が
み
ら
れ
る
。

●
薗

（
マ
マ
）会
在
之
、
六
方
下
知
云
々
、
於
中
門

（
中
御
門
）

風
流
山
・
車
、
東
大
寺
者
如
先
規

可
東
向
云
々
、
六
方
者
可
向
辰
巳
之
由
、
兼
日
色
々
及
沙
汰
了
、
筒
井
令
馳
走
、

東
大
寺
之
会
式
之
上
者
、
可
向
正
面
義
勿
論
之
由
申
調
云
々
、

こ
の
年
も
ま
た
六
方
衆
の
「
下
知
」
に
よ
っ
て

園
会
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
が
読

み
と
れ
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
で
「
風
流
山
・
車
」
が
「
中
門
」（
中
御
門
）

に
さ
し
か
か
っ
た
際
、「
東
」
に
向
く
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
「
辰
巳
」（
東
南
）
に
向

く
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

先
に
も
み
た
よ
う
に
、
東
大
寺
僧
の
桟
敷
は
「
転
害
門
」
や
「
中
御
門
北
」
に
、

ま
た
興
福
寺
僧
の
桟
敷
は
「
中
御
門
」
に
、
そ
し
て
衆
徒
の
桟
敷
は
「

薗
殿
拝
殿
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之
上
」
に
構
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
東
大
寺
僧
と
興
福
寺
僧
の

ど
ち
ら
の
桟
敷
へ
風
流
は
「
正
面
」
を
向
け
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
を
衆
徒
の
「
筒
井
」
が
「
馳
走
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

東
大
寺
側
に
「
正
面
」
＝
「
東
」
を
向
け
る
こ
と
に
決
し
た
と
い
う
の
が
史
料
の
語

る
内
容
で
あ
る
。

こ
れ
以
前
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
風
流
を
と
も
に
見
物
す
る
東
大
寺
僧

と
興
福
寺
僧
（
お
そ
ら
く
は
六
方
衆
）
の
す
が
た
が
み
て
と
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
あ

い
だ
で
問
題
が
お
こ
っ
た
際
に
は
、
調
停
に
あ
た
る
衆
徒
の
す
が
た
も
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
。

と
同
時
に
、
今
回
、
風
流
が
東
大
寺
僧
の
桟
敷
に
「
正
面
」
を
向
け
る
こ
と
に
な

っ
た
理
由
が
、「
東
大
寺
之
会
式
之
上
者
」、
つ
ま
り
南
都

園
会
は
「
東
大
寺
之
会

式
」
で
あ
っ
た
と
い
う
以
上
、
風
流
の
「
用
意
」
を
「
下
知
」
す
る
の
は
六
方
衆
だ

っ
た
と
し
て
も
、
東
大
寺
の
祭
礼
で
あ
る
と
い
う
建
て
前
は
あ
く
ま
で
尊
重
さ
れ
て

い
た
と
い
う
事
実
も
知
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
南
都

園
会
で
は
、「
両
寺
見
物
」
と
い
う
特
徴
的
な
事
象
が
み

ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
実
は

園
会
の
風
流
を
見
物
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
京
都

の

園
会
で
も
、
応
仁
・
文
明
の
乱
以
前
で
は
数
代
に
わ
た
る
室
町
将
軍
が
、
ま
た

再
興
後
の
戦
国
期
で
は
管
領
細
川
政
元
や
将
軍
足
利
義
稙
・
義
晴
が
見
物
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る$0

。

そ
し
て
、
そ
れ
を
通
し
て
室
町
幕
府
と

園
会
と
の
深
い
結
び
つ
き
も
あ
き
ら
か

と
な
っ
て
い
る
が
、
た
だ
、
そ
の
具
体
的
な
関
係
と
な
る
と
不
明
な
点
も
少
な
く
な

い
。そ

れ
に
対
し
て
、
南
都

園
会
の
場
合
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
つ
ぎ
に
こ
の
点
に

つ
い
て
、「

園
会
出
銭
」
と
い
う
も
の
に
焦
点
を
あ
て
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し

よ
う
。

（
４
）「

園
会
出
銭
」

家
門
奉
公
丸
四
郎
左
衛
門
尉
秀
永
●
薗
（
マ
マ
）会
出
銭
□
自
今
小
路
郷
民
方
申
懸
之
、

於
●
薗

（
マ
マ
）会
出
銭
者
、
不
謂
侍
・
仕
丁
・
中
綱
・
神
人
、
悉
以
為
祈
祷
分
、
加

出
銭
条
先
例
、
余
郷
も
同
前
之
由
、
郷
民
等
申
之
、

こ
れ
は
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
七
月
八
日
条
の
記
事

で
あ
る
。
実
は
こ
れ
よ
り
前
六
月
二
八
日
の
段
階
で
、
大
乗
院
の
奉
公
「
丸
四
郎
左

衛
門
尉
」
が
相
談
を
も
ち
こ
ん
で
来
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
と
い

う
の
は
、
右
の
記
事
か
ら
「

園
会
出
銭
」
の
免
除
を
も
と
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
今
小
路
郷
の
郷
民
ら
は
、「

園
会
出
銭
」
は
「
侍
・
仕
丁
・

中
綱
・
神
人
」
と
い
っ
た
身
分
・
職
掌
を
問
わ
ず
、
今
小
路
郷
に
住
む
住
人
は
「
祈

祷
分
」
と
し
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
「
先
例
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
余

郷
」
で
も
同
じ
だ
か
ら
免
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
興
福
寺
の
門
跡
、
大
乗
院
の
「
奉
公
」
で
あ
る
「
丸
四
郎
左
衛
門

尉
」
が
東
大
寺
郷
の
今
小
路
郷
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
と
と
も

に
、
今
回
の
問
題
が
「

園
会
出
銭
」
に
対
す
る
認
識
の
違
い
と
い
う
も
の
を
発
端

に
お
こ
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
「

園
会
出
銭
」
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
点
を
あ
き
ら
か
に
で
き
る
史
料
は
残

さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
だ
京
都
の

園
会
で
も
、
こ
れ
よ
り
少
し
時
期
の
さ
が
っ
た

天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
の
段
階
で
、
同
じ
よ
う
に
「

園
会
出
銭
」
の
存
在
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
こ
と
が
記
さ
れ
た
史
料$1

に
よ
れ
ば
、
京
都
の
「

園
会
出
銭
」
と
は
、
山
鉾

を
出
す
下
京
の
各
町
の
「
地
」（
土
地
）
に
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の

「
地
」
が
勝
手
に
他
町
へ
「
進
退
」（
売
買
）
さ
れ
て
し
ま
う
と
「
其
町
之

園
会
山
」
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が
「
退
転
」
し
て
し
ま
う
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
京
都
の
「

園
会
出

銭
」
が
山
鉾
を
さ
さ
え
る
費
用
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

こ
の
京
都
の

園
会
の
「

園
会
出
銭
」
と
南
都

園
会
の
「

園
会
出
銭
」
と

が
同
じ
も
の
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
今
小
路
郷
の
郷
民
の
主
張
か

ら
考
え
る
と
、
そ
れ
も
ま
た
京
都
の
場
合
と
同
様
、
郷
民
が
「
用
意
」
す
る
風
流
に

か
か
わ
る
費
用
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
南
都

園
会
の
「

園
会
出
銭
」
も
今
小
路
郷
な
ど
風
流
を
出
す

四
郷
の
土
地
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
丸
四
郎
左
衛
門
尉
」
は
そ

れ
の
免
除
を
も
と
め
た
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、「
丸
四
郎
左
衛
門
尉
」
の
ほ
う
も
ま
っ
た
く
何
も
出
さ
な
い
つ
も
り

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
同
日
条
に
よ
れ
ば
、「
家
門
奉
公
」

も
ま
た
「
不
混
余
人
」
ざ
る
職
掌
な
の
で
、「

園
会
出
銭
」
の
負
担
は
で
き
な
い

も
の
の
、
そ
の
か
わ
り
に
「
相
当
于
出
銭
分
」
す
る
「
酒
肴
」
を
出
し
て
い
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
郷
民
の
ほ
う
が
「
猶
以
可
出
銭
」
と
い
っ
て
き
た
た
め
、
大
乗
院

の
も
と
へ
相
談
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
小
路
郷
の
郷
民
ら
は
、
今
回
の
問
題
を
法
廷
の
場
で
一
挙
に

解
決
し
よ
う
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
同

日
条
に
は
、
今
小
路
郷
の
郷
民
ら
が
「
相
語
丑
寅
方
衆
、
訴
申
入
」、
つ
ま
り
六
方

衆
の
丑
寅
方
を
味
方
に
つ
け
た
う
え
で
、
六
方
衆
の
「
集
会
」
に
訴
え
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
も
今
小
路
郷
の
郷
民
と
六
方
衆
と
の
あ
い
だ
に
深
い
む
す
び
つ
き
の
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
回
の
問
題
は
、
六
方
衆
の
「
集

会
所
」
に
「
召
寄
民
人
」
せ
て
の
「
糺
明
」
と
い
う
大
事
に
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。と

こ
ろ
が
、
そ
の
「
糺
明
」
の
結
果
は
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
同
日
条
に
よ

れ
ば
、「
民
等
申
状
以
外
次
第
也
、
如
此
大
事
訴
申
入
之
、
糺
明
処
、
不
分
明
儀
共

不
可
然
、
就
郷
民
、
可
及
厳
密
沙
汰
之
由
、
及
評
定
」、
つ
ま
り
郷
民
ら
の
主
張
は

「
不
分
明
」
か
ぎ
り
な
い
「
不
可
然
」
も
の
で
、
訴
え
た
郷
民
に
対
し
て
「
厳
密
沙

汰
」
を
お
こ
な
う
こ
と
が
「
評
定
」
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

今
小
路
郷
の
郷
民
ら
の
も
く
ろ
み
は
ま
っ
た
く
裏
目
に
出
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ

が
、
し
か
し
そ
の
後
集
会
は
二
転
三
転
し
た
ら
し
く
、「
郷
民
贔
屓
躰
有
之
、
其
日

集
会
不
一
途
而
退
散
、
其
後
集
会
無
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
郷
民
を
「
贔
屓
」
す
る

も
の
た
ち
（
お
そ
ら
く
は
丑
寅
方
の
こ
と
だ
ろ
う
）
も
い
た
た
め
、「
其
日
集
会
」
で
は

決
着
が
つ
か
ず
「
退
散
」
し
た
う
え
、
そ
の
後
は
集
会
も
も
た
れ
な
か
っ
た
と
い

う
。結

局
の
と
こ
ろ
、
今
回
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
決
着
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
に
つ
づ
く
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
が
、
た
だ
今
回
の
問
題
が

お
こ
っ
た
た
め
に
、
は
か
ら
ず
も
、

園
会
を
め
ぐ
る
今
小
路
郷
の
郷
民
と
六
方
衆

の
丑
寅
方
と
の
関
係
が
露
呈
す
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
そ
の
関
係
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
今
小
路
郷
以
外
の
郷
の
郷
民
と
六
方
衆
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
右
の
事
例
か
ら
う
か
が

え
る
よ
う
な
関
係
が
、
南
都

園
会
、
と
り
わ
け
山
や
舞
車
な
ど
の
風
流
を
さ
さ
え

る
重
要
な
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
こ
の
「

園
会
出
銭
」
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
ふ
れ
て

い
る
が
、
た
だ
こ
こ
で
み
た
よ
う
な
事
実
を
も
っ
て
、「
郷
民
の
自
主
的
祭
礼
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
」$2

と
か
、「
郷
民
が
六
方
衆
を
利
用
し
な
が
ら
も
主
体

的
に
祭
礼
を
行
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」$3

と
評
価
す
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
。

本
稿
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
う
評
価
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
材
料
が
不
足
し
て

い
る
し
、
や
は
り
こ
れ
で
は
、
南
都

園
会
と
い
う
祭
礼
を
成
り
た
た
せ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
関
係
を
「
自
主
的
」「
主
体
的
」
と
い
う
こ
と
ば
を
み
ち
び
く
た
め
だ
け
に
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切
り
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
感
が
い
な
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。

は
じ
め
に
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
京
都
の

園
会
に
関
す
る
研
究
が
た
ど
っ
て
き

た
道
を
南
都

園
会
が
同
じ
よ
う
に
た
ど
る
必
要
性
は
ど
こ
に
も
な
い
。
む
し
ろ
南

都

園
会
を
成
り
た
た
せ
て
い
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
づ

く
読
み
解
い
て
ゆ
く
作
業
こ
そ
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
南
都

園
会
に
か
か
わ
る
基
礎
的
な
問
題
に
つ
い
て
検
討
を

お
こ
な
っ
て
き
た
。

は
じ
め
に
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
史
料
が
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
う
え
に
、

専
論
も
少
な
い
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
あ
た
ら
し
い
論
点
を
提
示
で
き
た
の
か
ど
う
か
は

こ
こ
ろ
も
と
な
い
か
ぎ
り
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
郷
民

の
成
長
」
だ
け
に
焦
点
を
あ
て
て
い
た
だ
け
で
は
、
祭
礼
の
実
態
は
み
え
て
こ
な
い

と
い
う
点
だ
け
は
指
摘
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

『
東
大
寺
雑
集
録
』
巻
九
に
よ
れ
ば
、「
南
都

園
会
ハ
、
永
禄
十
年
迄
恒
例
雖

行
之
、
十
月
十
日
、
松
永
弾
正

（
久
秀
）

少
弼
与
三
好
左
京
（
義
継
）

大
夫
合
戦
之
時
、
大
仏
殿
兵
火
、

其
砌
類
炎
」
と
あ
り
、
永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
の
松
永
久
秀
と
三
好
三
人
衆
と

の
合
戦
に
と
も
な
っ
て

園
社
が
「
類
炎
」
す
る
ま
で
南
都

園
会
は
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

先
に
み
た
よ
う
に
、
同
じ
『
東
大
寺
雑
集
録
』
巻
九
に
は
、
大
永
三
年
（
一
五
二

一
）
の
押
上
郷
の
「
梶
原
二
度
ノ
カ
ケ
（
掛
）

」
山
を
最
後
に
「
コ
ノ
以
後
無
之
」
と
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
永
禄
一
〇
年
ま
で
ど
の
よ
う
な
祭
礼
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
の
か
に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
事
実
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
祭

礼
と
い
う
の
は
、
火
災
に
よ
っ
て
神
社
が
損
な
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
「
郷
民
の
成

長
」
に
と
も
な
っ
て
、
失
わ
れ
た
り
、
盛
ん
に
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
お

そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う
。

『
東
大
寺
雑
集
録
』
巻
九
が
い
う
よ
う
に
、
も
し
永
禄
一
〇
年
以
降
に
南
都

園

会
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
火
災
に
よ
っ
て

園
社
が
損

な
わ
れ
た
こ
と
よ
り
む
し
ろ
、
そ
れ
ま
で
祭
礼
を
成
り
た
た
せ
て
き
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
が
変
容
し
、
失
わ
れ
て
い
っ
た
結
果
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
、
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
史
料
を
ひ
と
つ
ず
つ
発
掘
し
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
東
大
寺

や
東
大
寺
郷
に
お
い
て
南
都

園
会
よ
り
重
き
を
な
し
た
と
さ
れ
て
い
る
転
害
会$4

と
の

関
係
も
視
野
に
入
れ
た
う
え
で
の
作
業
と
な
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
思
う
。

注q

大
塚
活
美
「
中
世
に
お
け
る

園
祭
の
地
方
伝
播
」（『
朱
雀
』
一
三
集
、
二
〇
〇

一
年
）、
福
原
敏
男
「
戦
国
織
豊
期
に
お
け
る
諸
国

園
会
の
鞨
鼓
稚
児
舞
ー
八
撥
を

め
ぐ
っ
て
ー
」（
二
木
謙
一
編
『
戦
国
織
豊
期
の
社
会
と
儀
礼
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
六
年
）。

w

和
田
義
昭
「
奈
良
手
掻
郷

園
会
に
つ
い
て
」（『
藝
能
史
研
究
』
二
九
号
、
一
九

七
〇
年
）。

e

武
居
由
美
子
「
中
世
に
お
け
る
東
大
寺
郷
民
の
成
長
と
祭
礼
」（『
年
報
中
世
史
研

究
』
一
六
号
、
一
九
九
一
年
）。

r

拙
著
『
中
世
京
都
の
都
市
と
宗
教
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
『

園

祭
と
戦
国
京
都
』（
角
川
叢
書
、
二
〇
〇
七
年
）。

t

注
r
参
照
。

y

永
島
福
太
郎
「
東
大
寺
七
郷
」（『
南
都
仏
教
』
四
号
、
一
九
五
八
年
）。
近
年
の
研

究
成
果
と
し
て
は
、
森
田
竜
雄
「
中
世
奈
良
の
郷
・
郷
民
・
寺
僧
ー
鎌
倉
〜
南
北
朝
期

を
中
心
に
ー
」（
仁
木
宏
編
『
都
市
ー
前
近
代
都
市
論
の
射
程
ー
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇

二
年
）、
畠
山
聡
「
中
世
後
期
に
お
け
る
東
大
寺
と
東
大
寺
郷
ー
転
害
会
の
分
析
を
通
し

て
ー
」（
五
味
文
彦
・
菊
地
大
樹
編
『
中
世
の
寺
院
と
都
市
・
権
力
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

u

『
大
日
本
仏
教
全
書
　
東
大
寺
叢
書
第
一
』。
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i

安
田
次
郎
『
中
世
の
興
福
寺
と
大
和
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

o

中
世
東
大
寺
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
永
村
眞
『
中
世
東
大
寺
の
組
織
と
経
営
』（
塙

書
房
、
一
九
八
九
年
）、
稲
葉
伸
道
『
中
世
寺
院
の
権
力
構
造
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九

七
年
）、
久
野
修
義
『
日
本
中
世
の
寺
院
と
社
会
』（
塙
書
房
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

!0

す
で
に
注
e
武
居
氏
前
掲
論
文
で
も
和
田
氏
の
理
解
に
修
正
が
必
要
で
あ
る
と
言

及
さ
れ
て
い
る
。

!1

『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
之
六
。

!2

図
書
寮
叢
刊
。

!3

こ
の
事
実
自
体
は
、
す
で
に
清
水
克
行
『
喧
嘩
両
成
敗
の
誕
生
』（
講
談
社
選
書
メ

チ
エ
、
二
〇
〇
六
年
）
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

!4

桑
山
浩
然
校
訂
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
上
巻
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
〇

年
）。

!5

『
興
福
寺
院
家
伝
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
　
興
福
寺
叢
書
第
二
』）。
な
お
、
こ
の

史
料
が
作
成
さ
れ
た
近
世
中
期
に
は
「
断
絶
院
家
」
と
な
っ
て
い
た
。

!6

増
補
続
史
料
大
成
。

!7

注
e
参
照
。

!8

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
一
年
六
月
一
四
日
条
。

!9

山
路
興
造
「

園
御
霊
会
の
芸
能
ー
馬
長
童
・
久
世
舞
車
・
鞨
鼓
稚
児
ー
」（『
藝
能
史

研
究
』
九
四
号
、
一
九
八
六
年
）、
同
「

園
囃
子
の
源
流
と
変
遷
」（『
講
座
　

園

囃
子
』

園
祭
山
鉾
連
合
会
、
一
九
八
八
年
）。

@0

注
!9
参
照
。
ま
た
、
注
q
福
原
氏
前
掲
論
文
も
南
都

園
会
の
鞨
鼓
稚
児
舞
に
ふ

れ
て
い
る
。

@1

史
料
纂
集
。

@2

『
続
々
群
書
類
従
』
巻
五
。
注
!9
参
照
。

@3

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
一
年
六
月
一
四
日
条
。

@4

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
一
年
六
月
一
四
日
条
、『
多
聞
院
日
記
』（
増
補

続
史
料
大
成
）
永
正
二
年
六
月
一
三
日
条
。

@5

『
東
大
寺
別
当
次
第
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
　
東
大
寺
叢
書
第
一
』）。

@6

瀬
田
勝
哉
「
「
鬮
取
」
に
つ
い
て
の
覚
書
ー
室
町
政
治
社
会
思
想
史
の
一
試
み
ー
」

（『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
第
一
三
巻
四
号
、
一
九
八
二
年
）。

@7

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
七
年
六
月
六
日
条
。

@8

『
東
大
寺
雑
集
録
』
巻
九
。

@9

笠
松
宏
至
「
折
中
の
法
」（
同
『
法
と
言
葉
の
中
世
史
』
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
）。

な
お
、「
折
中
の
法
」
に
関
す
る
近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、
注
!3
清
水
氏
前
掲

『
喧
嘩
両
成
敗
の
誕
生
』
が
注
目
さ
れ
る
。

#0

国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

#1

注
w
参
照
。

#2

注
e
参
照
。

#3

注
e
参
照
。

#4

安
田
次
郎
『
中
世
の
奈
良
ー
都
市
民
と
寺
院
の
支
配
ー
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八

年
）。

#5

「
八
坂
神
社
文
書
」（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
写
真
帳
）。
本
史
料
に
つ
い
て
は
、

注
r
拙
著
『
中
世
京
都
の
都
市
と
宗
教
』
参
照
。

#6

注
r
参
照
。

#7

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
寛
正
三
年
六
月
一
四
日
条
。

#8

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
一
年
六
月
一
四
日
条
。

#9

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
三
年
七
月
三
日
条
。

$0

古
く
は
、
二
木
謙
一
氏
に
よ
る
「

園
会
御
成
」
と
い
う
議
論
が
知
ら
れ
て
い
る

（
同
「

園
会
御
成
」『
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
六
輯
、
一
九
七

〇
年
、
の
ち
に
同
『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。
近
年

の
も
の
と
し
て
は
注
r
参
照
。

$1

天
文
一
八
年
四
月
日
付
四
条
綾
小
路
町
人
等
申
状
（『
賦
政
所
方
』
桑
山
浩
然
校
訂

『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
下
巻
、
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）。

$2

注
w
参
照
。

$3

注
e
参
照
。

$4

転
害
会
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
畠
山
聡
氏
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
再
検
討

が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
（
注
y
参
照
）。

（
付
記
）
本
稿
は
、
平
成
一
八
年
度
奈
良
大
学
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。

（
奈
良
大
学
文
学
部
准
教
授
）

178

二
六


